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金大考古 59：18-23,　2007　宮下　三代利常の城下町・小松
 年 代 人 口 戸 数 
慶長14年（1609） 570 人 計 630 戸 
元禄 3 年（1690） ― 計 2,616 戸 
本 町 1,353 
地子町755 
請 地 341 
その他169 
元禄12年（1699） 13,085 人 ― 
明和 8 年（1771） ― 本 町 1,613 
地子町1,704 
文久 3 年（1863） ― 計 4,661 戸 
明治元年（1867） 22,298 人 計 4,961 戸 第  表　開町以後の人口 ・ 戸数の変遷




































　天正１１ （１５８３） 年、 羽柴秀吉より丹羽長秀が越前国と
加賀国の江沼 ・ 能美郡を与えられ、 自身は越前北庄にい
て、 小松には村上義明をそのまま与力として置いた。
　天正１３（１５８５）年、秀吉は丹羽氏（長重に変わっている）
を減封 ・ 配置換えし、 堀秀政が小松を領有。 村上義明を
元のように与力として小松城に置いた。 　
　慶長２ （１５９７） 年、 秀吉により堀秀政は越後に移され、
小松城の村上義明も越後本庄へ転封した。










前田直知 ・ 前田直正 ・ 前田考貞の４人であった。
３． 利常の入城









た。 利常はこの造営途中の寛永１７ （１６４０） 年６月２１日
に二の丸仮殿に入城した。 以後、 利常は小松城に十九年
在城していて、 万治元 （１６５８） 年１０月１２日に脳溢血で
城内で死去。
　寛永１７ （１６４０） 年、 小松城に入城するや、 かって白
山三ヵ寺の一つで、 一向一揆の兵火で荒廃している那谷





角 （北東） に小松天満宮 （当時は梯天神といった） を建
立した。 明暦３ （１６５７） 年であった。 翌４年２月２４日に
遷宮式が行われた。 この天満宮は京都北野天満宮の１／
４の規模で、 大工は那谷寺と同様の山上善右衛門であっ





社には社領を寄進。 菟橋神社 ・ 葭島神社へは社領寄進と
社殿造営。 吉竹の幡生神社の社殿造営を行っている。 ま
た、 郊外等にあった本蓮寺、 勧帰寺、 勝光寺、 称名寺、
興善寺、 正覚寺、 上宮寺、 建聖寺、 法界寺、 妙円寺な










　同年１２月２８日、 綱利 （綱紀） に利常の隠居領 （２２万
石） 及び小松城の相続が許され、 横山左衛門忠次が支






へ運んだ。 明治５ （１８７２） 年、 城の取り壊し、 堀の埋め
















　特に寛永１４年 （１６３７） の絹道会所、 茶問屋設置、 正















































Figure 　芦城公園入口 Figure 6　昭和１５年の小松城天守台
















天正 11 年溝口秀勝が入城して以後の構築と推定され、 城
下の町割りもこの頃形成されたと思われる。
大聖寺の町割
　現在残る大聖寺の町割りは、 寛永 16 年に加賀藩３代藩
主前田利常の 3 男利治が分封されて大聖寺藩を創設した
頃に整備されたと考えられるが、 一部福田町あたりは溝口
秀勝や山口玄蕃が城主の頃から存在していた可能性が高
い。 前田氏の大聖寺藩邸は城山の東麓に置かれ、 城下
町はその東側を中心として、 北と南側に広がっていた。 一
部新たに設けられたり拡張された道路もあるが、 現在でも
基本的には町割り、 道筋とも江戸期を踏襲している。 藩邸
周辺には家老級上級武家屋敷が取り囲んでいたが、 中級
武士の屋敷はその周辺に少なく、 多くは北東部の耳聞山
町周辺に集中していた。 商人は中央部の福田町や中町あ
たりであり、 職人等は弓町や鍛冶町など職種に応じて分散
していた。 中級武士の多くが耳聞山町に多く居住していた
のは、 水害に遭いにくく地盤が良かったからであろう。 藩
邸近くの家老屋敷近くの中町に商人が多く居住していた
が、 このあたりは地盤が悪く、 常に水害に遭いやすい場所
であった。
大聖寺藩の城下町
田嶋 正和 （加賀市教育委員会）
Figure 　大聖寺町絵図 （金沢市立玉川図書館蔵）
